
1/2 

2012 年 6 月 28 日 

株式会社日本政策投資銀行 

ソニー株式会社 

 

ケミカルプロダクツ関連事業の譲渡に関する正式契約の締結について 

 

 

本日、株式会社日本政策投資銀行（以下、DBJ）及びソニー株式会社（以下、ソニー）は、ソニーの 100％子会社で 

あるソニーケミカル＆インフォメーションデバイス株式会社（以下、SCID）をはじめソニーグループが行っている 

ケミカルプロダクツ関連事業を DBJ に譲渡すること（以下、本件取引）について、正式契約を締結しましたので、 

お知らせ致します。 

 

SCID は、異方性導電膜や光学弾性樹脂を代表的な商品とする、接合材料及び光学材料、磁気デバイス等の 

ケミカルプロダクツ関連の製造・販売事業（以下、CP 関連事業）と、ソニーグループにて販売を行っている、光ディスク 

メディア、磁気テープ、ラミネート基板、フェリカカード及び医療用プリントメディア等の製造事業（以下、非CP関連事業）

を行っております。本件取引の対象は、SCID をはじめソニーグループが行っている国内外での CP 関連事業です。 

 

本件取引は、主に次の内容で実施されます。まず、ソニーが有するCP 関連事業を SCIDに移管し、同時に SCIDの 

非 CP 関連事業・一部資産をソニーグループに移管します。その後、DBJ が全額出資する持株会社が SCID 及び 

CP 関連事業に係るソニーの一部子会社の全株式を譲り受け、CP 関連事業に関する特許ライセンス等を取得します。 

 

本件取引後、新生 SCID（以下、新会社）は、現在有するディスプレイ用接合材料や光学材料といった分野を 

はじめとする、最先端材料の開発力及び優れたプロセス技術力を生かし、かつ DBJ から投入される資金や様々な 

補完的経営資源等を最大限活用することで、さらに事業を拡大していきます。また、新会社が持つ国内外の 

製造・販売拠点のネットワークを生かし、コスト競争力を高め、お客様のニーズにあった商品をいち早く提供することを 

目指します。 

 

本件取引に伴う対価は約 580 億円を予定しております。DBJ 及びソニーは、今後、必要な関係当局の承認及び 

認可の取得等を条件として、2012 年秋を目処に本件取引の完了を目指します。 

 

 

新会社概要（予定） 

 （1）事業開始年月 2012年秋を目処に事業開始 

 （2）会 社 名 決定次第発表 

 （3）本社所在地 東京都品川区大崎 1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

 （4）代 表 者 代表取締役社長 一ノ瀬 隆 (いちのせ たかし) 

 （5）事 業 内 容 接合材料、光学材料、磁気デバイス等の製造・販売 
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ソニーケミカル＆インフォメーションデバイス株式会社（SCID）概要 

 （1）設 立 年 月 1962年3月 

 （2）所 在 地 東京都品川区大崎 1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー8F 

 （3）資 本 金 5,480 百万円 (本発表日時点) 

 （4）出 資 比 率 ソニー 100％ (本発表日時点) 

 （5）代 表 者 代表取締役社長 一ノ瀬 隆 (いちのせ たかし) 

 （6）事 業 内 容 ・接合材料、光学材料、磁気デバイス等の製造・販売 

・光ディスクメディア、磁気テープ、ラミネート基板、フェリカカード、医療用プリントメディア

等の製造（なお、これらの事業は本件取引の対象外です。） 

 （7）従 業 員 数 2,935名（2012年3月31日現在） 

 

 

 

※ 記載されている会社及び商品名は、各社の商標又は登録商標です。 

 

報道関係各位からのお問合せ先 ：  

株式会社日本政策投資銀行 経営企画部 広報・CSR 室 TEL：03-3244-1180 

 


